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ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第4番 ハ短調 Op.18-4

ブリテン：弦楽四重奏曲第3番 Op.94

ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第12番 変ホ長調 Op.127

Beethoven: Streichquartett Nr.4 c-Moll Op.18-4

Britten: String Quartet No.3 Op.94

Beethoven: Streichquartett Nr.12 Es-Dur Op.127

ベルチャ・クァルテット

Corina Belcea, violin

Suyeon Kang, violin

Krzysztof Chorzelski, viola

Antoine Lederlin, violoncello
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コリーナ・ベルチャ

カン・スヨン

クシシュトフ・ホジェルスキー
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　コリーナ・ベルチャの強力なリーダーシップのも

と、切れ味鋭く作品に迫る印象が強かったベル

チャ・クァルテット。2022年10月のトッパンホー

ル初登場となったコンサートでは、そうしたイメー

ジを大きく覆す演奏を披露して私達を驚かせ、かつ

魅了した。作品の声を丹念に掬い上げ、どこまでも

精緻なアンサンブルで再構築する、その冷静かつ緻

密なアプローチはとても新鮮で、一段と成熟した深

い次元での音楽が繰り広げられたのだ。終演後の彼

らとの会話では、トッパンホールの精妙な響きの空

間がそういうアプローチを可能にしたという主旨の

感想を述べていたのが印象的だった。

　そんな彼らの2度目の登場となる今回のプログラ

ムで一番目を引くのは、ブリテンの《弦楽四重奏曲

第3番》だろう。師と仰ぐアマデウス四重奏団がブ

リテンに委嘱した作曲家最晩年の作品だ。ブリテン

の死後アマデウス四重奏団の手によって初演された

が、彼らにも直接手ほどきをしたとのことで、ベル

チャ・クァルテットもデビュー直後からレパート

リーの中核に据え、繰り返し演奏してきた作品だと

いう。一般的には演奏される機会の少ない作品だ

が、儚さから深遠さまで様々な人間の感情が内包さ

れた聴き応えある作品は、「演奏したあかつきに

は、たびたび聴衆を畏敬の念で包み込みます。私達

の心に非常に近いこの作品を演奏できることを、今

回もとても楽しみにしています」とコリーナ・ベル

チャ自身が語っている。

　プログラムはそのブリテンを、ベートーヴェンの

初期と後期の2曲で挟んで構成した。《運命》の調

性であるハ短調の第4番と、その平行調で《エロイ

カ》や《皇帝》の調性にもなっている輝かしい変ホ

長調の第12番。いずれもベートーヴェンがとりわ

け好み拘った調性で作曲された渾身の力作だ。これ

らの作品でブリテン作品を縁取るというだけでも、

ブリテンを彼らがいかに大事にしているかというこ

とが窺われる。前回、精緻精妙な演奏を繰り広げた

ベルチャ・クァルテットがベートーヴェンを前にい

かなるアプローチをするか、興味は尽きない。
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